
  

 

日に日に暖かくなる日差しの中、令和３年

度は間もなく終わりを告げようとしています。

昨年度同様、感染症が子供たちの日常を変化

させる事態ではありましたが、また新たな学

びが日常となりつつあります。 

新座市では、タブレット配置が日本で一位

となり、その活用についても、急速に深まっ

ています。 

今年度から５、６年生で活用している Qｕ

ｂｅｎａは、次年度４年生から活用を開始し

ます。また、全学年でロイロノートも活用し

ていきます。 

タブレットの活用については、課題も明確

になってきました。破損等修理が必要であっ

たり、充電器や接続コードの破損も増えてい

ます。また、学校でも家庭でも、動画やゲー

ムに使っている様子も見受けられます。また、

依存傾向にあるのではないかと感じている保

護者の声も聞かれるようになってきました。   

物を使う際は、必ずメリットとデメリット

を知り、適切に使うことができるよう、指導

し見守っていかなければなりません。 

本校では、タブレットカルタを使った学校

と家庭両方での振り返りを定期的に行ってい

ます。次年度も継続し、よりよい使い方を、

学校・家庭双方で見守っていきたいと思いま

す。（SDGｓ３・４） 
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生活目標・委員会活動  

生活目標を学期ごとにし、各学級で達成をめ 

ざしていましたが、学年末になり、最後の力を

振り絞って、目標達成に頑張っています。 

 ６年生は、掲示美化委員会の児童が立ち上が

りました。３学期に入り、挨拶が日に日に向上

している６年生ですが、掃除も全校の模範とな

るべく、集中して取り組んでいます。整理整頓

も、このとおり、全員で力を合わせた成果が表

れてきました。   

  

 
 令和４年度から委員会活動が始まる４年生が

６年生から、どんな委員会が、どんな活動をし

ているのか、何を目標としていくとよいのかを 

考えるためのアドバイスをもらうリモート交流

を行いました。 

 令和４年度から、児童とともに必要な委員会

を考え設定し、目標をしっかりともって、活動

をしていくことができるように、児童主体で進

めていきます。高学年の児童が、自分たちの学

校生活をより豊かにするために必要なことを発

信し、自己評価により推進していく力を身に付

け、全校での取組へと波及していくことでしょ

う。 

 発足は 4 月ですが、目標をしっかりもって、

達成のためのプロセスを思い描きながら、活動

を組み立てることができるよう、助言をしてま

いります。（SDGｓ４、１７） 

 

 

令和３年度大変お世話になりました  

オリンピック・パラリンピックが 2 回ず

つ実施された今年度。学習や行事の在り方

を見直し、子供たちの学びを止めないよう、

保護者、地域の皆様のご理解ご協力を得な

がらの一年が過ぎようとしています。教職

員の働き方改革、断続的な感染症対策等、

命とも向き合いながら、子供たちの大切な

一年の経験を積み重ねていけるように、教

職員一丸となって取り組んでまいりまし

た。令和 4 年度も、引き続きどうぞよろし

くお願いいたします。（SDGｓ１７） 

  

  

 

校長 佐久間 幸代 令和３年度から令和４年度へ  


